
横浜市旭 区における高密度微動親潮に基づ く地盤震動特性の評価

～丘陵地の地盤震動特性に着目して一

荏本研究室 200602528上野 直洋

1.はじめに

一般に地震動は震源特性と地盤特性の影響を大きく

受け､同じ規模の地震が発生した場合でも地震動の伝

播特性や地盤特性により､被害に地域的な差異が生じ

ることが指摘されている｡本研究では横浜市旭区を対

象とし､常時微動観測によって求められた卓越周期か

ら地盤震動特性を解析し､旭区の地盤構造や震動特性

の差異について比較検討を行 うことを目的とする｡ま

た､微動観測の精度を照明するため常時微動 ･ボーリ

ングデータ ･地震波のスペク トルを比較､検言け る｡

2.旭区の地形 ･地質

旭区(図 1)の地形は､三
I

浦半島-と続 く多摩丘陵

地帯の東部に位置し､関東

ローム層からなる丘陵地

帯と沖積層からなる低地

が交錯 し起伏に富んだ地

形を特徴とする｡

また､上川井町に源流を
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もつ惟子川が区内を南北に 図 1.横浜市旭区の位置

二分するように流れ､支流である二俣川と鶴ヶ峰本町

で合流し東へと流れている｡そして､南希望が丘から

三ツ境 ･上川井町付近にかけての丘陵は､惟子川と境

川の分水嶺となり､上川井町から上白根町にかけての

丘陵は､惟子川と鶴見川の分水嶺となっている｡

3.桝 測

横浜市旭区を250mX250mメッシュで区切 り､その中

心付近を観測点とした｡観測不能地点を除き､計 456地

点の観測を行った｡観測はサーボ型速度計を使用 し､水

平方向2成分 (NS,EW)､上下方向1成分 (UD)の観測を

行った｡サンプリ

ング周波数 100Hz､

観測時間 180秒の

設定により18000

個の速度データを

観測した｡同時に

観測地点のGPSに

よる位置情報 (緯

度､経度)や周囲

の状況などを野帳に記録 した｡

4.解析方法

観測で得られた速度データの3成分､180秒間のデ

ータから､時系列波形で比較的外乱の少ない安定した

区間20.48秒を数箇所抽出した｡それらのデータをフ

ーリエ変換することによりスペクトルを求め､さらに

水平2成分のスペクトルを相乗平均した2次元水平成

分を求めるOそれを上下成分で除してrI/Vスペク トル

比を求めた｡456地点全てのデータに同様の解析を実

施 した｡例として地点 150-020､154-035のI-I/Vスペク

トル比を図 3に示す｡いずれも丘陵地に位置し､前者

は明瞭など-クをもつが後者にピークは認めらない｡
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図3. H/Vスペクトル比

5.卓越周 期の算定

観測した卓越周期は表層地盤を対象とするため 0.1

-1.0秒付近で算定する｡算定は図3のようにH/Vス

ペクトル比の特に突出しているピーク点を読み取っ て

算定した｡図4に観測点の卓越周期分布図と標高を示

す｡図によると､卓越周期が長い地点が区境に多く分

布 している傾向が認められる｡河川流域について見る

と卓越周期が認められず旭区は椎子川の上流に位置し

軟弱層は堆積せず下流-流下したためと考えられる｡
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図4.卓越周期と標高
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6.卓越周期と標高の比較

旭区には多摩丘陵があり､関東ローム層からなる丘

陵地帯と沖積層からなる低地が交錯 し起伏に富んだ地

形となっており､多くは丘陵地で占められている｡

図4から分かるように河川流域に近づくにつれ標高

が低くなっている｡卓越周期が長い(0.5S以上)地点は

区界で標高の高い位置に分布 している｡

図 5に旭区全観測地点の卓越周期と標高の相関図を

示す｡標高が高くなるにつれて卓越周期が長くなると

いう臨海部の他区とは逆転の現象が認められた｡これ

は､区の北部と西部には上倉田層､東部と南部には､

下末吉ローム層と土星 ･土橋ローム層が堆積している

ため､ローム層の堆積厚さにより周期が長 くなったと

考えられる｡
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図5.卓越周期と標高の相関図

7.卓越周期 と軟弱地盤の比較

図6に観測点付近での既往のボーリングデータによ

る43地点の卓越周期と軟弱地盤層厚との相関図を示

す｡結果､全体的に卓越周期と軟弱地盤の層厚の間に

は明瞭ではないが相関性が認められ､旭区の軟弱地盤

層厚は他区に比べ全体的に浅いことが認められた｡

また､回帰線がフラットで丘陵地の特徴を表 してい

るOこれは､旭区全体で沖積層などの軟弱層が薄く､

洪積層であるローム層など堆積層の剛性がやや高いた

めと考えられる｡
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図 6.卓越周期と軟弱地盤層厚の相関図

8.常時微動 ･ボー リングデータ ･地震波の比較

地震波の解析には､東西南北 (千葉､静岡､伊豆､
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東京)の4方向から到来する地震波を3波ずつダウン

ロー ドし解析を行い､各 4方向 3波ずつの平均 rVVス

ペク トル比を求めた｡また､旭区の強震観測網の9地

点のボーリングデータを用いて 1次元地盤応答解析を

行い､伝達関数を求めた｡これらを常時微動観測から

得 られたrl/Vスペク トル比と比較したO例としてネッ

ト番号 66(143-016)の微動波形と地震波のll/Vスペク

トル比と､伝達関数を比較 した図を図 7に示す｡微動

観測結果は､地震観測結果と理論的な伝達関数 と良く

整合している｡
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図7. 地震波､微動波形のスペク トル比と

加速度伝達関数の比較

9.まとめ

本研究では横浜市旭区を対象に高密度な微動観測か

ら得られた卓越周期のデータと地盤構造との整合性を､

検討 した｡旭区は丘陵地に位置し人工改変地が多く卓

越周期の分布が安定 していなかった｡これは､もとも

と旭区が丘陵地で起伏に富んだ地形をしており､表層

をローム層で覆われているとともに人工改変地が多く

分布することによる｡このため､標高と卓越周期の比

較では､標高が高くても堆積 しているローム層などの

表層地盤の地盤構造によって卓越周期が長 くなる傾向

が認められたO常時微動のrl/V､地震波のrl/V､ボー リ

グデータの伝達関数を比較 したところ類似 した卓越周

期が見て取れた｡このことから､常時微動観測の結果

は良好な地盤震動特性を評価できるものと考えられる｡
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